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事業者向けのUI/UX改善に向けた課題

ユーザー

ユーザーがどこで躓き、どこで使いづらさを感じているのか、等の課題を把握しなければ、
事業者向けの手続きや情報発信を改善し使いやすいUI/UXへ改善に繋がりません。

使いやすそう 手順がわかる 操作が難しい 離脱・・・

利用者の行動・考えがブラックボックスだと課題感の把握も難しい
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「サイト統計」と「ユーザーフィードバック」

画面・操作での、操作時間や離脱などのサイトの傾向を客観的に確認できる「サイト統計」、
ユーザーの目的が達成できたかの主観的なユーザーの考えを確認できる「ユーザーフィードバック」、

を利用することで、ユーザーへの理解を深め、改善につなげることができます。

サ
イ
ト
統
計

理解する仕組み サービス提供

サイトの利用状況 課題の抽出

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

2秒
かかる

30秒
かかる

離脱
どの操作で離脱
したのか、時間
を要したのか、
などを可視化し
確認できる

ユーザー

〇〇の情報を知り
たかったけど見つ
からなかった

何が原因で目的
を達成できな
かったのかを確
認できる

ウェブA ウェブB ウェブC

デジタル庁

サイト統計

フィードバック

共通サービス

提供 提供 提供

各省庁
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共通CMSの展開

他省庁のウェブサイト構築へ展開・再利用できることを想定したCMSです。
政府ウェブサイトに要求され得る機能等を備え、構築・運用等に係る費用や負荷軽減を図ります。

省庁A

省庁B

省庁C

そのまま利用

機能追加して利用

デザイン修正して利用

共通CMSのメリット

標準搭載

①
標準機能具備

共通サービス標準搭載

②

最小限のカスタマイズで
利用できる

共通CMSの利用方法

SaaS

OSS

インフラ
構築・運用

アプリ（CMS）
構築・運用

作業不要
一部UI

•ロゴ、カ
ラー等

•ヘッダー、
フッター

構築
運用

•ガバクラ対応

•セキュリティ、
監査対策

•保守・運用
など

UI

機能

• UI／機能等のカ
スタマイズ
※一定の要件有

③
利用しやすい展開方法
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費用対効果の最大化を目指す

より魅力ある情報発信に注力するためシステム部分の負荷を軽減

シ
ス
テ
ム

発
信

従来

シ
ス
テ
ム

発
信

目指す
状態

費
用
拡
充

発
信

シ
ス
テ
ム

• 本来、発信すべき情報発信に注力するこ
とができる

• それにより、国民・住民によりわかりや
すく、より多くの人にコンテンツの内容
を届けることができる

• ウェブサイト（CMS）のプラットフォー

ムを共有することで、構築費用の削減や
職員負荷を軽減

• ウェブアクセシビリティや利用しやすい
ＵＩなど、専門性が必要な品質も標準で
担保

費
用
削
減

費
用

区
分
変
更

投資対効果
の最大化を
目指す

費用の内訳



6

展開計画・実績

スケジュール 共通CMSの展開状況

R7 R8 R9

展開開始

実証 一部展開 本格展開

これまでの実績

こども家庭庁ウェブサイトへの導入
• 3か月で立ち上げ

• デジタル庁ウェブサイト立ち上げ
時の半分程度の費用

現在の導入検討状況

O
SS

Sa
aS

展開開始

共
通

サ
ー
ビ
ス

共
通

C
M

S

基盤更改を見据えてR7年度から
共通サービス、共通CMSの展開を開始。

• 複数省庁と導入についての意見交換を実施し、導
入にポジティブな意見多数

• 若干数の省庁にて、実際のCMS更改に向けた実証
の連携を開始
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[参考] 政府ウェブサイトコミュニティ

「Chief Communication Design Officer 連絡会」「コミュニティ」「リファレンス」の3本柱で、政府
ウェブサイトの関係者全体で利用利便性向上、担当者視点の費用/負荷軽減を目指す。

国
民

各省
庁

コミュニティ リファレンス

フィードバック

解決方法の提供

発信力の向上
負荷低減
に貢献

各省庁から参加
政府横断で連携

・ガイドライ
ン

・プラクティ
ス
・講義、事例
・サービス
・ツールCCDO連絡会

活動支援
動機付け

具体的な活動イメージ

ミ
ー
ト
ア
ッ
プ

相
談
等

共
通

課
題

リ
フ
ァ
レ
ン
ス

• アクセシビリティ
• ウェブサイト改善事例
• サイト統計
• ユーザーフィードバック

• 改善ノウハウの不足
• 課題抽出の仕組み等の不足

• 共通サービスによる展開
• サイト統計
• ユーザーフィードバックなど

• ガイドラインなどの整備・展開
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